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観　音　寺　市

			
· 
· 本報告書の位置づけ
観音寺市では、地球温暖化対策の推進に関する法律第21条第１項に基づき地方公共団体に策定が義務付けられている計画を「観音寺市エコオフィス実行計画」として、2009年４月に「第１次観音寺市エコオフィス実行計画」を策定し、地球温暖化対策に取り組んでいます。
2023年３月より、新たに「第４次観音寺市エコオフィス実行計画（以下、「本実行計画」という。）」を策定し、国の「地球温暖化対策計画」に掲げる削減目標等に準じ、2013年度を基準年度として2030年度までに5,845 ton-CO2、率にして50％削減する高い目標を掲げました。
本報告書は、地球温暖化対策の推進に関する法律第21条第14項に基づき、本実行計画に基づく措置及び施策の実施の状況を明らかにするために毎年度作成し、公表しているものです。
本報告書では、2024年度の実施状況について報告します。

第４次観音寺市エコオフィス実行計画の概要
	対象範囲
	市のすべての事務事業（直接管理施設及び指定管理施設）

	計画期間
	2023年度から2027年度（５年間）

	基準年度
	2013年度

	対象とする温室効果ガス
	二酸化炭素（CO2）
メタン（CH4）
一酸化二窒素（N2O）
ハイドロフルオロカーボン類（HFC）

	削減目標
	2027年度までに2013年度比40％削減


※１：二酸化炭素は、主に燃料や電気の使用に伴い発生する、地球温暖化係数１の温室効果ガスです。
※２：メタンは、主に自動車の走行や下水等の処理に伴い発生する、地球温暖化係数25の温室効果ガスです。
※３：一酸化二窒素は、主に自動車の走行や下水等の処理に伴い発生する、地球温暖化係数298の温室効果ガスです。
※４：ハイドロフルオロカーボン類は、主に自動車のカーエアコンの使用・廃棄に伴い排出される、地球温暖化係数が高い温室効果ガスです。


· 温室効果ガスの排出状況について
本実行計画における温室効果ガスの総排出量は以下のとおりです。

本実行計画における温室効果ガス総排出量の状況ton-CO2
（排出源別排出量）
	項目
	2013年度
（基準年）
	2023年度
（計画開始年度）
	2024年度

	
	実績値
	実績値
	実績値
	基準年対比

	
	ton-CO2
	ton-CO2
	ton-CO2
	%

	エネルギー起源CO2
	ガソリン
	237
	122
	117
	▲50.6

	
	軽油
	629
	256
	249
	▲60.4

	
	灯油
	985
	953
	933
	▲5.3

	
	A重油
	725
	706
	719
	▲0.8

	
	LPG
	180
	277
	291
	61.7

	
	電気
	8,566
	4,241
	5,171
	▲39.6

	エネルギー起源CO2以外（※１）
	364
	237
	227
	▲37.6

	温室効果ガス総排出量
	11,686
	6,792
	7,707
	▲34.0


※１：「エネルギー起源CO2以外」とは、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボンを含みます。
※集計は端数処理の関係で一致しないことがあります。

（種類別排出量）
	温室効果ガスの種類
	2013年度
（基準年）
	2023年度
（計画開始年度）
	2024年度

	
	実績値
	実績値
	実績値
	基準年対比

	
	ton-CO2
	ton-CO2
	ton-CO2
	%

	二酸化炭素（CO2）
	11,322
	6,542
	7,476
	▲34.0

	メタン（CH4）
	147
	89
	98
	▲33.3

	一酸化二窒素（N2O）
	217
	151
	133
	▲38.6

	ハイドロフルオロカーボン類
（HFC）
	1
	0
	0
	▲100.0

	温室効果ガス総排出量
	11,686
	6,783
	7,707
	▲34.0


※集計は端数処理の関係で一致しないことがあります。




	Comment by 竹安　勝功: ちょっと増えました。後述大野原支所筋のせいです。そんな年もあるさ

	Comment by 竹安　勝功: やっぱり電気による排出が多いですね。
でも2013からこれだけ減ってます。

　2024年度における温室効果ガス総排出量は約7,707 ton-CO2となり、2013年度を基準年度として約3,979ton-CO2、率にして34.0 ％削減しました。
　本市における2024年度の温室効果ガス排出状況は、電気・燃料使用に伴うものが97.1 ％を占めており、主にエネルギー消費に伴い排出されています。削減量3,979ton-CO2のうち電気使用による削減量が85.3 ％を占めており、主な削減要因は電力排出係数の改善によるものです。
	Comment by 竹安　勝功: ま、二酸化炭素が多いよね（割愛、スルー希望）
メタンとか窒素って何から出るか知らない（）
	Comment by 竹安　勝功: 努力の結果が現れているのは、電気ですね。
LPGは後述大野原支所筋。温泉、サウナブームの影響と言うことにしましょう
	Comment by 竹安　勝功: どの系統の施設が多く排出しているか
去年から順位変動してるけど誰もそこに興味を持つな。割愛したい。掘られたくない

	Comment by 竹安　勝功: 排出の多い部署を見て分かるように
左から右に降順にする？




· 電気	Comment by 竹安　勝功: 排出係数はLAPSS規定値を使う。いろんな排出係数あるけど、すべての比較対象の年度で使う分類を統一しとけばOK
ここ記載してるのと、実際LAPSSが計算で使ってる排出係数と違うけど。計算されたら苦しい。
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて3,395ton-CO2削減（39.6 ％削減）
· 電気事業者の電力排出係数が2013年度（0.700 kg-CO2/kWh）と比べて2024年度には0.457kg-CO2/kWh（※）まで低下しており、電力排出係数の低減効果が主な削減要因
· 2023年度と比較して2024年度の排出量が増加した原因は、ハイスタッフホールや大野原交流センターなどの公共施設の利用者が増加したこと、教育施設の空調設備更新による電気への転換によるもの
(▲39.6%)
(▲50.5%)
(▲31.9%)

※四国電力株式会社が公表する同社のCO2排出係数
                2013年度       2022年度        2023年度        2024年度
排出係数　　　0.700　　　　　　0.484　　　　　　0.461　　　　　　0.457
(kg-CO2/kWh)  (2013年度比)     ▲30.9%         ▲34.1%          ▲34.7%

	Comment by 竹安　勝功: とりあえず、消費の分布を視覚化
これも降順にする？
	Comment by 竹安　勝功: 成果を見てみるよ
大野原支所は前述の通り増加
農林は量的には増えてないけど、去年がそもそも少なかったので大きく増えているように見える。（ポンプの排水）
下水は衛生センターの処理方法が変わったから減少
都市整備は増えてるところもあるけど、公園電灯のLED化で減少したって押し切る
他は大小あれど、通常ボラリティの範囲内で推移してるってことにしませんか

· 灯油	Comment by 竹安　勝功: 生活環境課（新事務所）とか豊浜中学校（空調改修）とかを言い訳にしたら良いでしょう
他で言うと、大野原中央集会場、
観音寺小学校（夏の灯油使用は何？プールを多少は暖めるのか？）
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて52 ton-CO2削減（5.3 ％削減）
· 灯油は主に給湯、空調、暖房器具に使用されており、灯油から電気による暖房への切り替えが進んだことが減少理由


933
953
908
985

· A重油	Comment by 竹安　勝功: ポンプ場の稼働回数が増えた模様。
天気によるから仕方ないね
減らせって言われても困る
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて6 ton-CO2削減（0.8 ％削減）
· A重油は主にボイラ設備や雨水の排出用ポンプの燃料に使用されており、降雨による稼働率の増加によりCO2の排出量が上昇

706
681
719
725

















· LPG	Comment by 竹安　勝功: 年の途中ですぽっしゅの空調が直ったらしい。他は、大野原支所筋の利用者増。まあこんなものでしょう。
つつき甲斐無いでしょう
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて111ton-CO2増加（61.6％増加）
· [bookmark: _GoBack]LPGは主に空調、給湯設備、調理に使用されており、豊浜総合体育館の空調設備の修繕による稼働時間の増加や大野原いきいきセンター等の利用者増加によるもの


















· ガソリン	Comment by 竹安　勝功: SAKURAとミニキャブ導入の成果でしょう。
によって微減。2013から言うと、アクアとかプリウスの導入のおかげ？
それほどつつかれないでしょう
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて120 ton-CO2削減（50.6 ％削減）
· ガソリンは公用車の燃料に使用されており、職員研修による日常のエコドライブの心がけや環境負荷の少ない電気自動車４台の導入により燃料使用量が減少


· 
軽油	Comment by 竹安　勝功: こんなモノでしょう。特に言うことなしかと
これもそれほどつつき甲斐無し
· 2024年度における温室効果ガス排出量は、2013年度（基準年度）に比べて380 ton-CO2削減（60.4 ％削減）
· 軽油は主にバスや定期船の燃料に使用されており、定期船の民営化に伴う使用量の減少が主な削減要因



本実行計画では、2013年度を基準年度として2027年度までに4,676 ton-CO2、率にして40.0 ％削減する目標を掲げました。2024年度の実績値は、電気事業者の電力排出係数の改善や設備導入などのエコオフィス活動により温室効果ガス排出量を2013年度比で34.0 ％削減となりました。	Comment by 竹安　勝功: 2013　11,686×0.4
昨年2,346だったのはなぜ？
（11,686-7,707）/11,686
＝0.340
削減目標の達成にむけて、引き続き市有施設の運用改善や設備導入などハード面での取り組みを積極的かつ計画的に行うとともに、職員への意識啓発等によりさらなる温室効果ガスの削減に努めます。










温室効果ガス総排出量の推移

ガソリン	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	236.88710801509433	144.962965	121.56796799999999	117	灯油	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	985.19858263448305	907.98347699999999	953.217848	933	軽油	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	628.55867714136127	273.913882	255.70813999999999	249	A重油	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	725.37215000000003	680.50910999999996	706.30612299999996	719	LPG	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	180.14738586995526	332.63057700000002	276.89766400000002	291	電気	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	8565.7900919627973	5834.783829	4241	5171	エネルギー起原CO2以外	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	364.49675285493333	214.403524	237.200186	227	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	
温室効果ガス総排出量[ton-CO2]




温室効果ガス排出構成（2024年度）

[分類名]
[値]
[分類名]
[値]
[分類名]
[値]
[分類名]
[値]
[分類名]
[値]
[分類名]
[値]
[分類名]
[値]

ガソリン	軽油	灯油	A重油	LPG	電気	エネルギー起原CO2以外	1.518100428182172E-2	3.2308291163876998E-2	0.12105877773452706	9.3291812637861682E-2	3.7757882444530946E-2	0.67094848838718046	2.9453743350201116E-2	
温室効果ガス種類別排出構成(2024年度)


ＣＯ２	CH4	N2O	HFC	0.97002724795640327	1.2715712988192553E-2	1.725703905540418E-2	0	
2024年度の排出源別温室効果ガス削減量（2013年度比）


ガソリン	軽油	灯油	A重油	LPG	電気	エネルギー起原CO2以外	-119.88710801509433	-379.55867714136127	-52.198582634483046	-6.3721500000000333	110.85261413004474	-3394.7900919627973	-137.49675285493333	ガソリン	軽油	灯油	A重油	LPG	電気	エネルギー起原CO2以外	
1	
削減量［ton-CO2］



温室効果ガス施設分類別排出構成（2024年度）


下水道施設	小学校	スポーツ施設	その他教育施設	廃棄物処理施設	中学校	庁舎	保養施設	自動車	その他	0.121043044240873	0.11593018052523332	0.11070043031009073	8.904440546238275E-2	7.2668009721893315E-2	7.0049672397208107E-2	6.4998356853046557E-2	5.2878166648143966E-2	5.0169582290431787E-2	0.25251815162157543	
温室効果ガス課室別排出量（2024年度）

2023年度	秘書課	プロジェクト推進課	総務課	税務課	危機管理課	地域支援課	市民課	生活環境課	人権課	大野原支所	伊吹支所	豊浜支所	社会福祉課	高齢介護課	子育て支援課	こども家庭課	健康増進課	農林水産課	地籍調査課	商工観光課	建設課	都市整備課	下水道課	会計課	教育総務課	学校教育課	文化振興課	市民スポーツ課	学校給食課	議会事務局	1.0334389445000001	283.42768324315603	5.7404798460000004	23.640340387982299	148.96498930686499	230.651202891	81.645338684237302	6.6422400000000001	512.20825114738398	79.010123912979694	68.254705886847006	3.612292305	28.1903909067412	257.38941095745798	43.859801875594499	11.6551175672139	9.4595516600000007	1.3166753710000001	172.199619369175	230.45167721799999	59.268887544999998	1282.4461690539099	1122.6815227601401	8.3929488598593807	613.03230268547998	887.94162421807698	609.12175660914897	0.50934556200000003	2024年度	秘書課	プロジェクト推進課	総務課	税務課	危機管理課	地域支援課	市民課	生活環境課	人権課	大野原支所	伊吹支所	豊浜支所	社会福祉課	高齢介護課	子育て支援課	こども家庭課	健康増進課	農林水産課	地籍調査課	商工観光課	建設課	都市整備課	下水道課	会計課	教育総務課	学校教育課	文化振興課	市民スポーツ課	学校給食課	議会事務局	0.8744695952	358.94305835503002	26.712051117686599	140.45484179296901	269.06099848399998	85.8168939331361	7.5887200000000004	515.59634955169804	95.960497005564307	95.457140353119698	4.4866587579999999	32.002552281448402	391.20283010305599	1.5647818322	15.0655768771987	13.019193356600001	1.079422806	201.138709845888	34.931208338600001	67.593148447999994	1347.6651482358	1497.16696940169	11.397793303463899	770.61849929945004	814.519261743995	654.38913661955496	0.31035101199999998	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]




電気使用に伴う排出量の推移


[値]
[値]
[値]
[値]

2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	8565.7900919627973	5834.783829	4241	5171	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]



消費電力量（2024年度）

2023年度	商工観光課	都市整備課	建設課	文化振興課	大野原支所	人権課	伊吹支所	危機管理課	教育総務課	農林水産課	下水道課	子育て支援課	健康増進課	生活環境課	市民スポーツ課	学校給食課	学校教育課	こども家庭課	市民課	高齢介護課	総務課	豊浜支所	389331	151027	607221	1336926	169028	17952	197088	45364	2541327	19516	2516244	764920	28852	69662	1118917	310437	22661	0	265546	20213	616191	193371	2024年度	商工観光課	都市整備課	建設課	文化振興課	大野原支所	人権課	伊吹支所	危機管理課	教育総務課	農林水産課	下水道課	子育て支援課	健康増進課	生活環境課	市民スポーツ課	学校給食課	学校教育課	こども家庭課	市民課	高齢介護課	総務課	豊浜支所	394148	137109	598656	1397271	216378	16355	195326	44709	2592808	23103.8	2123628	787935	29837	74536	1166873	319059	24541	0	289031	19925	657556	194190	
消費電力量[kWh]




使用電力量増加率（2023年度比）


大野原支所	農林水産課	市民課	学校教育課	生活環境課	総務課	文化振興課	市民スポーツ課	健康増進課	学校給食課	教育総務課	商工観光課	豊浜支所	子育て支援課	伊吹支所	建設課	高齢介護課	危機管理課	人権課	都市整備課	下水道課	0.2801311025392243	0.18383890141422418	8.8440420868700714E-2	8.2961916949825687E-2	6.9966409233154378E-2	6.7130159317484353E-2	4.8844139466208303E-2	4.2859300555805301E-2	3.4139747677803964E-2	2.777375119589482E-2	2.0257526874739064E-2	8.4122192089239115E-3	4.2353817273531194E-3	-4.3031949419429288E-3	-8.9401688585809391E-3	-1.4105243395732362E-2	-1.4248256072824419E-2	-2.6986441489477465E-2	-8.8959447415329768E-2	-9.2155707257642674E-2	-0.15603256281982192	


灯油使用に伴う排出量の推移

2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	985	908	953	933	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]



A重油使用に伴う排出量の推移

2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	725	681	706	719	
室効果ガス排出量[ton-CO2]



LPG使用に伴う排出量の推移


2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	180	333	277	291	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]



ガソリン使用に伴う排出量の推移


2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	237	145	122	117	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]



軽油使用に伴う排出量の推移

[値]
[値]
[値]
[値]

2013年度
（基準年度）	2022年度	2023年度	2024年度	629	274	256	249	
温室効果ガス排出量[ton-CO2]
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